
　これまでの西アフリカ・イスラーム研究では、特定のトピックについてのレビューしか行われてこな

かった。こうしたことを踏まえて、本稿では、西アフリカ・イスラーム研究の黎明期から1990 年代まで

の研究の変遷を、文献学的研究と民族誌学的研究の結合と乖離という観点から明らかにすること

を目的とする。そのために、18 世紀から1990 年代までの西アフリカ・イスラームについての研究を

4 つの時代に区分し、それぞれの時代区分における研究の特徴を述べる。まず、1910 年代ごろま

での研究では文献学的研究が民族誌学的研究と結びついていたが、1920 年代から両者は分離

していった。1950 年代からは、それまでの植民地行政官＝民族誌家の研究から、アカデミシャンによ

る研究への移行が始まり、アラビア語の写本の新たな「発掘」や口頭伝承の収集が精力的になされ

ていった。その一部の研究では、文献学的研究と民族誌学的研究がふたたび、結びつくことになっ

た。1980 年代からは、植民地史研究とイスラーム史研究を横断するような共同研究が多く組織され、

スーフィー教団やイスラーム改革主義運動が共通の研究対象となっていった。その一方で、アラビ

ア語史料を用いる文献学的研究は下火となり、文献学的研究と民族誌学的研究が乖離することに

なっていった。こうした研究史は、すでに植民地統治時代については研究の対象となっているが、今

後、独立後の時代もまた研究の対象となりうるであろう。
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I 	は じ め に

　本稿では、西アフリカ・イスラーム研究の黎明期から1990

年代までの研究の変遷を、文献学的研究と民族誌学的研

究の結合と乖離という観点から明らかにすることを目的とす

る。

　先行研究では、本稿でまとめるようなタイムスパンのレ

ビューが存在していない。人類学系の一部の研究をまとめ

た論文（Saul 2006; Soares 2000, 2014）、イスラーム改革主

義運動研究（中尾 2016a, 2018）、クルアーンのアフリカ諸語

への翻訳に関連する研究（Tamari and Bondarev 2013）、

アラビア語とアジャミーの文書の研究（Kane 2016: chp. 1）に

ついては、それぞれ非常に有用なレビューがあり、本稿では

言及しきれない膨大な蓄積を示している。しかし、これらのレ

ビューは、西アフリカ・イスラーム研究の全体を示そうとするも

のではなく、個別的で限定的なものになっている。また、西ア

フリカ・イスラーム研究の大きな 2 つの構成要素である、アラ

ビア語の文字史料に基づく文献学的研究と、同時代のムス

リムの宗教実践についての、参与観察や語りの聞き取りによ

る民族誌学的研究との双方に目配りをしたレビューは存在し

なかった。

　ここで用いる文献学的研究という語はアラビア語の文字

史料を用いる研究を指し、民族誌学的研究という語は同時

代のムスリムに対する参与観察と聞き取りに基づく研究を指

している。ただし、厳密な意味において、ここで用いる民族

誌学的研究という語が、必ずしも学として整備された民族誌

を成立させるものとしては用いていない。ここでは、依拠する

データが単に文字史料であるのか、参与観察と聞き取りであ

るのか、という差異によって、文献学的研究と民族誌学的研

究をわけている。したがって、ここで言及する文献学的研究

と民族誌学的研究が、時代を越えて、何らかの一貫性や蓄

積を有しているとは想定していない。その意味において、便

宜的な区分となっている。

　しかし、両者の峻別は、西アフリカ・イスラーム研究の学説

史を整理するうえで、2 つの点において独自の意義を有して

いる。第一に、学問的な体系を構築してきたわけではない西

アフリカ・イスラーム研究の蓄積と転換の整理に有用である。

そもそも、西アフリカ・イスラーム研究は、特定のディシプリンを

もたず、専門の学会が存在していない 1。そのため領域固有

の方法論が展開せず、アラビア語の文字史料の読解や翻訳

と、同時代のムスリムの宗教実践や語りの記述の蓄積とが事

実上の傾向として生じていた。他方で、文献学的研究と民

族誌学的研究への関心は、時代によって偏りを示しつつ変

化している。そうしたことから、第二に、西アフリカ・イスラーム

研究の傾向とイスラームをとりまく同時代の政治的なコンテク

ストとの結びつきを示すことが可能となる。すなわち、同時代

の状況のなかで、植民地行政官や在来のムスリムはイスラー

ムの歴史の解釈を行い、あるいは、西アフリカの諸社会のな

かでアラビア語の文字史料の社会的な位置づけが変化して

いったことがうかがえるのである。したがって、上記の研究関

心の変化に注目してレビューすることによって、西アフリカ・イ

スラーム研究の学説史をまとめ、同時代の西アフリカの歴史

との関連の仕方を副次的に示すことができるのではないかと

考えている。

　こうしたことを踏まえて、本稿では、特に文献学的研究と民

族誌学的研究との関係に着目しつつ、おおまかに年代ごとの

区分を設け、それぞれの年代における研究の方向性と代表

的な成果についてのまとめを行う。はじめに、それ自体が研

究対象となっている1950 年代までの研究を概観し、次いで

1950年代以降のアカデミシャンによる研究をまとめる。そして、

1980 年代までの研究の達成を示した後に、結論においてこ

れらの潮流の変化を概観し、1950 年代以降の研究史がそ

れ自体として、今後、研究の対象となりうることを述べる。

Ⅱ 	1 9 5 0 年代までの
	 西 ア フ リカ ・
	 イスラーム研究

*1 総合地球環境学研究所
*2 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
*3 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
*4 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
1　この点は匿名の査読者によって示された見解である。記して感謝申し上げます。
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1. オリエンタリストと探検家
 ―文献学的研究と民族誌学的研究の交流
   （18 世紀から 20 世紀初頭）

　西アフリカのイスラームを対象とした研究の起源は、少な

くとも、18 世紀までに遡る。たとえば、西アフリカ内陸をヨー

ロッパ人で初めて探査したマンゴ・パーク（Mungo Park, 

1806 年没）は、同時代の西アフリカ内陸のムスリムについて

の情報を書き残している。こうした探検家たちの系譜には、

ルネ・カイエ（René Caillié, 1838 年没）、ハインリッヒ・バル

ト（Heinrich Barth, 1865 年没）、ルイ＝ギュスターヴ・バン

ジェール（Louis-Gustave Binger, 1936 年没）などがあげら

れるであろう。彼らの旅行記は、西アフリカ内陸のイスラーム

を知るための代表的な歴史資料となっている（Park 1815; 

Caillié 1830; Barth 1857-1858; Binger 1892）。

　他方で、こうした探検家たちが、アラビア語の文献を読むオ

リエンタリストたちの知識を有していたことも強調される必要

があるだろう。のちの 1970 年代以降に出版された抄訳集

に収められている、9 世紀ごろから15 世紀ごろまでの中東・

北アフリカのムスリムの知識人による西アフリカ内陸の記述は

（Cuoq 1975; Levtzion and Hopkins (eds. and trans.) 

1981）、19 世紀半ばには、一部のオリエンタリストたちにはす

でによく知られていた。たとえば、ウィリアム・コーリー（William 

Cooley, 1883 年没）は、中世のサハラ以北のアラビア語文

献にあらわれる西アフリカ内陸の情報をまとめ、アル＝バクリー

（al-Bakrī, 1094? 年没）、アル＝イドリースィー（al-Idrīsī, 

1165? 年没）、イブン･ バットゥータ（Ibn Baṭṭūṭa, 1368/9 年

没）、イブン･ ハルドゥーン（Ibn Khaldūn, 1406 年没）などの

抄訳（Cooley 1966(1841)）を出版している。こうしたオリエン

タリストたちの知識は、西アフリカ内陸を旅する探検家たちに

とって、前提となる知識であり、またそうした知識を更新するこ

とも、探検家たちの活動のひとつであった。たとえば、先述の

バルトは、トンブクトゥの知識人によって書かれた『スーダーン

年代記』について初めて紹介した人物である 2。この「発見」

は、西アフリカで書かれたアラビア語の写本に基づく研究の

起源として位置づけられるだろう3。

　つまり、18 世紀から19 世紀までの探検家たちは、西アフリ

カ内陸についての同時代のいわば民族誌的な知識と、アラビ

ア語文献によるオリエンタリストの文献学的な知識とを、ある

程度共通してもち合わせていた。このようなアフリカニストとオ

リエンタリスト、あるいは民族誌学的研究と文献学的研究の

交流は、20 世紀の初頭ごろまで継続していた。

　このような民族誌学的研究と文献学的研究をうまく組

み合わせたものの代表は、西アフリカ民族学の父、植民地

行政官＝民族誌家の泰斗モーリス・ドラフォス（Maurice 

Delafosse, 1926 年没）にみてとれるだろう4。ドラフォスの代

表作である、現在のマリとブルキナファソ、ニジェールをまたぐ

広範な地域の、地理、民族、歴史をまとめた 3 巻本の『オー・

セネガル・ニジェール』のうち、歴史を扱った第 2 巻では、口

頭伝承の「スンジャータ物語」に加え、『スーダーン年代記』な

どの西アフリカのアラビア語文献を積極的にとりいれた統合

的な歴史叙述を行っている（Delafosse 1912）。

　また、ドラフォスは、オリエンタリストで義父のオクターヴ・ウ

ダ（Octave Houdas, 1916 年没）とともに、『スーダーン年代

記 』（Ta’rīkh al-Sūdān）(trad. par Houdas 1900)、 『 忘

れられたことについての備忘録』（Tadhkirat al-Nisyān）

(trad. par Houdas 1901)、『 探求者の年代記 』（Ta’rīkh 

al-Fattāsh）(trad. par Houdas et Delafosse 1913)といっ

た、代表的な歴史書をアラビア語テクスト付きの対訳として出

版している。これらの歴史書は、西アフリカの歴史研究とイス

ラーム研究に、大枠となる歴史観を提供したという点で重要

なものとなっている 5。

　しかし、こうした文献学的研究と民族誌学的研究の組み

合わせは、1910 年代ごろに頂点に達し、それ以降は西アフリ

カのイスラーム研究のなかでは、みられなくなっていく。あまり

知られていないことであるが、この伝統はフルベ研究のなか

で継続する。のちに、フルベ研究の大家となるアンリ・ガダン

（Henri Gaden, 1939 年没）は、在地のイスラーム知識人に

2　なお、バルトの『スーダーン年代記』の読み方の偏りは、のちの時代にまで大きな影響を与えることになった（Moraes Farias 2006）。
3　他にも、大西洋奴隷貿易によって、アメリカ大陸に渡ったムスリムによって書かれた文書があり、近年もその「発掘」は続いている（たとえば、Curtin (ed.) 1967; 
Austin 1997）。
4　オリエンタリストとしてのドラフォスの位置づけについては、アムセルとシブーの論集（Amselle et Sibeud 1998）に詳しい。
5　たとえば、アスキヤ・ムハンマドの統治期をソンガイ王国の絶頂期とみなし、サアド朝モロッコの征服以降を衰退期とみなすという歴史観は、ドラフォス（Delafosse 
1912）、トリミンガム（Trimingham 1962）、レヴツィオン（Levtzion 1973）などに引き継がれ、大きな影響を与えた。しかし、こうした歴史観が、17 世紀のトンブクトゥにおい
て短期的に出現した年代記ジャンルの記述スタイル（Moraes Farias 2008）や、特定のイスラーム思想に基づくものであること（Nobili and Mathee 2015）に留意が
必要である。本特集の「西アフリカ・イスラーム研究の新潮流―教団、思想、言説的伝統」のIV「アラビア語資料群を用いた歴史学・イスラーム思想史研究」を参照。
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アラビア語で当地の歴史の執筆を依頼し、その翻訳を『フー

タ・セネガル年代記』（Chroniques du Foûta sénégalais）

(trad. par Gaden 1913)として出版している 6。また、フルベ

研究者のジルベール・ヴィエイヤール（Gilbert Vieillard, 

1940 年没）は、フルベ語の口頭伝承の転写とともにアジャ

ミーの研究を行い、1938 年に設立された IFAN（Institut 

français d'Afrique noire; フランス黒アフリカ研究所）7 で

本格的な研究に入っていったが（たとえば、Vieillard 1937）、

1940 年、第二次世界大戦の従軍中に死去し、その多くはメ

モとして残されたまま出版されなかった（Malon 2000）。い

ずれにしても、西アフリカのイスラーム研究のメインストリーム

から、アラビア語の文献を読み進めていく研究は少なくなって

いくことになる。こうした研究では、アラビア語史料と口頭伝

承の内容を並立させるように組み合わせていたものとして評

価できる。しかし、そこでは必ずしも理論化が試みられてこな

かった。このこともまた、アカデミックな研究として、そのまま展

開しなかった理由となるだろう8。

2. 植民地統治期の行政官による
    研究
 ―統治の学としての「黒イスラーム」研究
   （1910-1960）

　1920 年代以降の西アフリカ・イスラーム研究は、ポール・

マルティ（Paul Marty, 1938 年没）とジョセフ＝ジュール・ブ

レヴィエ（Joseph-Jules Brévié, 1964 年没）といった植民地

行政官＝民族誌家が代表的である 9。

　マルティは、西アフリカのムスリムには高度なイスラームの

知識がなく、在来宗教との混淆によって成り立っているという

「黒イスラーム」論を展開し、イスラーム神秘主義教団（以

下、スーフィー教団）のヒエラルキーを活用した統治を主張し

ていた（Triaud 2000）。そうした主張を補強し、仏領西アフリ

カのムスリムの有力者たちを中心とした各植民地のイスラー

ムについての情報をまとめた研究書がマルティによって書か

れている（Marty 1920-1921, 1921a, 1921b, 1922, 1930）。

これらの書籍は、地域や関心の偏りが大きいものの、それぞ

れの地域の有力なムスリムについての情報の総覧として、現

在でも史料的な価値をもつものとなっている。

　マルティに比べて、ブレヴィエの著作（Brévié 1923）は、ム

スリムと非ムスリムとの関係、非ムスリムへのムスリムの影響に

より焦点化したものとして、理解できるだろう。「ナイーブな」非

ムスリムが「狂信的な」ムスリムの影響を受けやすく、反フラン

ス的になりやすいといった当時の植民地行政官の一般的な

見解が示されている。

　現在の地点からみると、ブレヴィエの著作は民族誌的な

記述がほとんどないという点で学問的な価値は薄いが、

1950 年代ごろまでの「黒イスラーム」論の代表的な著作であ

り（Triaud 2000: 175-176）、一定の影響力をもっていた。た

とえば、1941 年のオート・ヴォルタ植民地のボボ・ジュラソに

おけるホテル襲撃事件で白人がムスリムに殺害された際には

（中尾 2016b）、ブレヴィエの著作が事件の総括に援用され

ている 10。

　こうしたマルティやブレヴィエの著作を中心とするフランス

語圏の研究では、スーフィー教団、あるいは在来の「アニミス

ト」とムスリムの関係に焦点があてられた。他方でナイジェ

リアを中心とした英語圏においては、フレデリック・ルガード

（Frederick Lugard, 1945 年没）によって定式化された

間接統治のもとで、イスラーム諸王国・諸首長国を主たる

対象・単位とした研究、とりわけ歴史研究が進められてい

た 11。その中心となり、また植民地統治期になされた後続の

研究の方向性に大きく影響を与えたのは、リッチモンド・パル

マー（Richmond Palmer, 1958 年没）によるボルノ・ハウ

サの諸王国の歴史研究である（Palmer 1908, 1967(1928), 

1936）。パルマーは、1904 年の着任以来、北部ナイジェリア

6　ただし、この原本は残っていない。ガダンについても、一定の研究がなされているものの（Pondopoulo 2002; Dielly 2007）、アフリカの知識人と植民地行政官＝民
族誌家による知識の生産という観点から、さらなる研究が必要とされている。
7　1966 年に、IFAN は黒アフリカ基礎研究所（l'Institut fondamental d'Afrique noire）と改称している。
8　この点は、フランスの人類学・民族学のなかで、ドラフォスらの植民地行政官＝民族誌家の研究が評価されなかったことと、一定程度関連しているであろう。竹沢
は、モースがドラフォスを評価していなかったことを指摘し、その理由として、ドラフォスが綿密なフィールドワークを行わなかったことや通時的視点に強調をおいていたこ
と、さらに人類学・民族学がヨーロッパ社会との顕著な差異を示す社会を過剰に評価していたことを述べている（竹沢 2001: 144-145）。このことは、仏語圏の西アフリ
カ・イスラーム研究がフランスの人類学・民族学と有機的に結びつかなかったことと関連している（竹沢 2001: 149-150）。
9　彼らの研究とイスラーム政策への影響については、ハリソンとトリオが詳細に論じている（Harrison 1988; Triaud 2000）。
10　Centre National des Archives du Burkina Faso 44V96 Lettre du Gouverneur de C. I. aux Inspecteurs des affaires administratives, le 20 
octobre 1941.
11　植民地期ナイジェリアにおける学術研究の担い手の変遷、およびそれに伴う研究の方向性の変遷については、自身も植民地行政官であり後に人類学者に転じ
たグウィリム・ジョーンズ（Gwilym Jones, 1995 年没）の回想が詳しい（Jones 1974）。
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にて植民地行政官として断続的にキャリアを積みつつ、この

地域に存在する諸王国の歴史を記述しようとする試みを続

けていた 12。彼はその土地の「現地人エリート」の協力によっ

て得られた膨大な口頭伝承や文字史料を用いて研究を進

めていた。こうしたパルマーの歴史記述は、間接統治という

統治の制度上の関心のみならず、歴史記述を通じて自身の

任地の重要性・独自性を強調しようとする行政官の思惑と、

歴史記述によって自身の支配の正統性の担保を目指す現

地の政治エリートの思惑とが一致してなされた、まさに両者の

「共同事業」（Hiribarren 2013）というべきものであった。パ

ルマーによる歴史記述のあり方は、英領における行政官によ

るイスラーム王国史・首長国史研究のひとつの典型として

位置づけられる（たとえば、Hogben 1930）13。さらに、現地

に伝わる口頭伝承や文字史料を用いた歴史研究への関心

の高さは、スミス（H. F. C. Smith, 没年不明）の研究（Smith 

1961）などとあわせて、1970 年代以降のアカデミシャンによる

歴史研究の深化を準備したといえる。

　このように仏領と英領においては、統治を行う単位と関心

が異なっており、これに伴うイスラーム国家の残存状況の違

いは、両地域におけるイスラーム研究の対象の違いをもたら

した。それぞれ一部の有力者やエリートに関心を集中させる

点では共通しつつも、仏領においてはスーフィー教団、英領

においては間接統治のもとで残されたイスラーム国家が、主

たる研究の対象・単位となっていた。

　しかし、中東・北アフリカのイスラームの影響を受けたとみ

なされていたイスラーム改革主義運動に対する統治上の関

心が高まることによって、1950 年ごろから大きな変化が生じ

た。イスラーム改革主義運動が治安攪乱の要因として捉え

られたのである。そうした視点を持った研究の具体例として、

ムスリム事情局（Bureau des Affaires Musulmanes）など

の仏領西アフリカのムスリムの統治に関わっていた植民地行

政官であるマルセル・カルデール（Marcel Cardaire, 没年

不明）、博物学者で IFAN の初代所長であったテオドール・

モノにかわって第 2 代所長をつとめたイスラーム学者のヴァ

ンサン・モンテイユ（Vincent Monteil, 2005 年没）などによ

る研究がある（Cardaire 1954; Monteil 1980(1964) など）。

　モンテイユの研究は、全体としての記述の枠組みが「アニ

ミスト」とのシンクレティズムというテーマを脱していないが、

同時代の政治経済状況のなかで変容する西アフリカのイス

ラームの状況を描き出している。たとえば、ジーンズを履き、ア

フロヘアを楽しみ、ビートルズを聞き、ダンスを嗜む都市の若い

ムスリムたち（Monteil 1980: 396-398）や、マルクス主義政党

とイスラームとの重なり合いと緊張関係（Monteil 1980: 403-

418）を記述している。こうしたグローバルな変化や現代政治

とイスラームの関係について、1950 年代からなされるアカデミ

シャンによる同時代の研究は、ほとんど論じてこなかった 14。

　モンテイユは、最後の植民地行政官＝民族誌家のひとり

であり、基本的には研究全体をつらぬく理論的な枠組みを

もつことはなかった。1960 年のフランス語圏西アフリカ諸

国の独立を機に、こうした研究はモンテイユを最後に姿を

消した。統治のための情報収集という関心を基礎にしてい

た記述的なあり方によって、現在の時点からすると、これら

の研究がいささか古めかしい研究であったことは否め

ない 15。しかし、のちに述べるアカデミシャンによる研究が、し

ばしば同時代の状況への関心を失っていたことを踏まえる

と、こうした植民地行政官＝民族誌家の同時代人としての記

録は、今後の研究による再読を待っているように思われる。

Ⅲ	アカデミシャンによる
西アフリカ・イス
ラーム研究の勃興
（1 9 5 0 - 2 0 0 0）

12　パルマーの行政官としての経歴の概要については Kirk-Greene（1980: 220）を、学説史的位置づけの詳細については Hiribarren（2013: 88-91）を、それ
ぞれ参照されたい。
13　 北部ナイジェリアの首長国史の総覧である Hogben（1930）には、パルマーが序文を寄せているほか、情報提供者として謝辞にもパルマーの名があげられ
ている（Hogben 1930: vi, xiii-xiv）。この著作は後に増補改訂版が出版されているが、この出版にはナイジェリア北部州政府からの後押しがあり（Hogben and 
Kirk-Greene 1993(1966): v）、ナイジェリア連邦首相アブーバカル・タファワ・バレワの序文が寄せられていることからも、後述する独立期の政治的状況と研
究動向との関連を示す例としても興味深い。
14　1974 年のカバによるイスラーム改革主義運動研究が唯一の例外である（Kaba 1974）。この研究の意義については、中尾（2016a: 123）を参照。
15　ただし、独立後も IFAN は、フランス語圏西アフリカのアラビア語とアジャミーの文書の集積地と研究拠点となっており、その整理作業においても、モンテ
イユは大きな役割を果たしている。IFAN のこれまでの研究蓄積はカンを（Kane 2016: 31-34）、近年の資料調査の一次報告についてはノビリ（Nobili 2016）を
参照。
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1. イスラームとアフリカ社会の

 歴 史 的 関 係
―ムスリム長距離交易商人研究と

   ジハード研究（1950-2000）

　おおまかにいえば、西アフリカを対象としたフランスの人類

学は、イスラームを正面から扱ってこなかった。西アフリカを

フィールドにしていたフランスの人類学では、マルセル・グリ

オール（Marcel Griaule, 1956 年没 ) らの研究がドゴンを

中心とした在来宗教の研究に注力しており16（グリオール

1981(1948); グリオールとディテルラン1986(1965)）、植民地状

況下の西アフリカ社会の動態に焦点化したジョルジュ・バラ

ンディエ（Georges Balandier, 2016 年没）もキリスト教の宗

教運動を対象としていた 17（バランディエ 1983(1955)）。

　そうしたなかで、西アフリカ・イスラーム研究の新たな方向

性は英語圏から発せられた。最初の代表的な研究者は、ス

ペンサー・トリミンガム（Spencer Trimingham, 1987 年没）

である。イングランド国教会の宣教師であったトリミンガムは、

英国聖公会宣教協会（Church Missionary Society）とメ

ソジスト宣教教会（Methodist Missionary Society）の資

金援助によって 1952 年に行った西アフリカでの現地調査に

基づいて、『西アフリカにおけるイスラーム』（Trimingham 

1959）を書き上げ 18、さらに、それを発展させた『西アフリカの

イスラーム史』（Trimingham 1962）を著している。

　これらの著作は、いわゆるジハード史観としてのちに批判

的にまとめられる、西アフリカのわかりやすい歴史観を提示

したという点で評価できるだろう19（竹沢 1988, 1990; 坂井

2003）。おおまかにいえば、長距離交易商人のムスリムが西

アフリカに定住し、その後に在来宗教から王族が改宗し、最

後にジハードによってマジョリティがムスリムとなる、という歴史

観である（Trimingham 1959, 1962）。坂井が指摘するよう

に（坂井 2003: 13-17）、こうした歴史観は、後年の研究にま

で大きな影響を与えた（Levtzion 1979, 2000; Fisher and 

Fisher (eds.) 1973, 1985; Hiskett 1984）。

　他方で、トリミンガムの研究は、それ以前になされてきた西

アフリカのイスラームと在来宗教の研究をまとめあげた点で

重要性があるといえるだろう。たとえば、彼の研究は、フランス

語圏のドラフォス、英語圏のパルマーを代表として、英仏語圏

の研究を多く参照している。その意味では、英仏語圏の個

別研究を統合するかたちで、わかりやすい類型化を行ったと

まとめられるだろう。トリミンガムの影響かどうかは不明である

が、1960 年代以降、西アフリカ・イスラーム研究を大きく牽引

していったのは英語圏の研究であった 20。

　1960 年代以降の研究を大きく分類すれば、ソンガイ王国

以前の歴史研究と一部で連動していたマンデ系ムスリム商

人の研究と、18 世紀以降の西アフリカ各地で生じていたジ

ハードの研究にわけられる21。まず、前者について触れていこ

う。

　マンデ系ムスリム商人の研究は、現在のガーナ、ブルキナ

ファソ、コートディヴォワールにまたがるヴォルタ川流域を対象

として研究が深化していった 22（Wilks 1961, 1968, 1989, 

2000; Wilks et al. 1986; Levtizion 1968, 2000）。これらの

16　グリオールは、周囲の集団から隔絶されたドゴン像を描いていたが、実際には、イスラームやキリスト教の影響を大きく受けていた（Brenner 1984; 坂井 1986; 
Tamari 2001; van Beek 2004）。
17　ただし、このことはフランスの人類学のメインストリームに限定される。たとえば、前節で言及した植民地行政官＝民族誌家のカルデールとフルベの民族学者＝著
述家であったアマドゥ・ハンパテ・バによる『チェルノ・ボカール―バンジャガラの賢者』（Bâ et Cardaire 1957）は、西アフリカのイスラーム神秘主義の知識人である
チェルノ・ボカールの生涯と教えをまとめたもので、ある種の民族誌としても位置づけられる。あるいは、ローカルな歴史の研究のなかでも、イスラームに関連する重要な
研究はなされていた。西アフリカの代表的な植民地行政官＝民族誌家であるシャルル・モンテイユ（Charles Monteil, 1949 年没）のジェンネについての研究（Monteil 
1903, 1971）は、現在でも参照に足る貴重な報告であるほか、その他の細かな歴史研究もなされている（Saint-Père 1929; Rougier 1930）。
18　 宣教師であったトリミンガムは、イスラームをキリスト教に先行するモデルとして捉えており、彼の著作からはイスラームがアフリカの文化に融合していることへの「羨
望」と、キリスト教が排除されていることへの落胆とのあいだで振れていることを読みとることができる（Tayob 2004: 237）。
19　『アフリカ研究』誌上で、竹沢と嶋田によってなされた、いわゆるトリミンガム論争は、1960 年代と1970 年代の西アフリカのイスラーム研究と、トリミンガムの著作とがど
のような関係に位置づけられるのかという点をめぐって、正反対の主張が交わされた（竹沢 1988, 1990; 嶋田 1988, 1991）。現在の時点からみると、この論争は日本の
西アフリカ・イスラーム研究の草創期において、主として英仏語圏でなされた 1960 年代と1970 年代の研究成果の広範な紹介としての歴史的な役割を果たしたとし
て捉えられる。
20　1960 年代以降、特に、イバダン大学とロンドン大学東洋アフリカ研究学院（the School of Oriental and African Studies; SOAS）を中心に研究が大きく進展し
た。この時代の研究の展開については、ウィリス（Willis 1971）が詳しくまとめている。
21　これらの研究を横断するかたちで、主に西アフリカのイスラームを対象とした論文集が、1960 年代以降に出版されている（Lewis (ed.) 1966; Fisher and Fisher 
(eds.) 1970; Levtzion(eds.) 1979; Levtzion and Fisher (eds.) 1987; Willis (ed.) 1979, 1985）。これらの論文集を通して、西アフリカ各地のイスラームの受容や、奴
隷制を含むムスリムと非ムスリムの関係、スーフィー教団についての事例研究が蓄積されることになったことも1960 年代以降の大きな進展である。
22　本文ではとりあげられなかったが、サハラにおける学術・商業のネットワークやハウサによる長距離交易の研究も、この時代に大きく進展し、現在まで継続的に研
究が進められている（たとえば、Stewart 1976; Lovejoy 1980, 1983, 2005; McDougall 1983; 私市 2004; Lydon 2009; McDougall and Scheele (eds.) 2012; 苅谷
2012）。
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地域では、それ以前には、イスラームを主題とした研究がほと

んどなされてこなかったため、アラビア語の写本や口頭伝承

の「発掘」という点でも画期的なものであった。特に、1953 年

から哲学講師としてゴールドコースト大学（現、ガーナ大学）

に赴任し、1971 年にノースウェスタン大学に異動するまで勤

務していたアイヴォア・ウィルクス（Ivor Wilks, 2014 年没）が、

ヴォルタ川流域のイジャーザ（教授免状）を精力的に収集し

（Lawler 1996; Wilks 2011）、アルハジ・サリム・スワレ（al-

Hajj Salim Suwari）に遡るとされる「平和主義的な」マン

デ系ムスリムの知的ネットワークを明らかにしたことで（Wilks 

1968）、のちの研究を大きく進展させた。

　また、こうした研究のなかで最も大きな貢献は、ウィルクスと

ネヘミア・レヴツィオン（Nehemia Levtzion, 2003 年没）ら

が、マンデ系ムスリム商人のいわゆる「平和主義」―王権

などの政治勢力には直接的に関与せず、王権に対して護符

や呪術を提供することで、王権からの庇護を得るという互恵

関係―を定式化した点にあるだろう。こうしたムスリムと非

ムスリムの互恵関係は、西アフリカのほかの地域においても

みいだされ（たとえば、Launay 1982; 坂井 1985, 1987; 竹

沢 1988, 1990; Sanneh 1979）、西アフリカのイスラームにつ

いての一定の共通理解をもたらしたといいうるだろう。

　レヴツィオンやウィルクスの一部の研究は（たとえば、Wilks 

1968; Levtzion 1968, 1973）、アラビア語の文字史料に書か

れている内容を、同時代のムスリムの宗教実践や語りといっ

た民族誌学的研究で補って理解するという点で、ドラフォスら

とは異なるかたちで文献学的研究と民族誌学的研究の融

合をなしたといえるだろう。それらはアラビア語の写本と口頭

伝承の双方を一次資料として用いた研究を行っていただけ

ではなく、ムスリムと王権の関係のモデル化などの一定の理

論構築を行っており、そこにはフィールドワークの成果が反映

されていた。

　他方で、英語圏におけるジハード研究も1960 年代以降大

きく進展した。フランス語圏における研究と比較すると、その

差は顕著である。フランス語圏の研究は、広範な口頭伝承の

収集とその組み合わせによって成立していた。アマドゥ・ハ

ンパテ・バ（Amadou Hampâté Bâ, 1991 年没）とジャック・

ダジェ（Jacques Daget, 2009 年没）によるシェイク・アマドゥ

（Cheikhou Amadou/Aḥmad b. Muḥammad Lobbo, 

1844/5 年没）のマーシナ帝国の研究は口頭伝承によって

のみ再構成され（Bâ et Daget 1962(1955)）、イヴ・ペルソン

（Yves Person, 1982 年没）によるサモリ・トゥレ（Samory 

Touré, 1900 年没）のサモリ帝国の研究（Person 1968, 

1970, 1975）は口頭伝承と征服期・植民地統治期のフランス

語の行政文書によって再構成されている 23。これらの研究は

ジハードの社会的な意味を明らかにするとともに、大量の口

頭伝承の収集によって歴史的な出来事を措定していったと

いう点で重要な研究であった。しかし一方で、ジハード運動

のなかで展開していたイスラーム思想の内在的な理解には

欠いていた。

　これに対して、マーヴィン・ヒスケット（Mervyn Hiskett, 

1994 年没）やマレイ・ラスト（Murray Last）らによるウスマン・

ダン・フォディオ（Usman dan Fodio, 1817 年没）とその後

継者のソコト・カリフ国の研究（Last 1967; Hiskett 1973）、

ジョン・ウィリス（John Willis, 2007? 年没）によるアル＝ハーッ

ジ・ウマル・タル（al-Ḥājj ‘Umar Tal, 1864 年没）のトゥクロー

ル帝国の研究（Willis 1989）では、アラビア語の史料を駆使

して、歴史的な出来事の特定やイスラーム思想の展開が論

じられるようになっていた 24。特に、ヒスケットによるハウサ語の

アジャミー 25 の研究は、イスラーム思想がハウサ文化のなか

にいかに受容されてきたのかを示した先駆的なものとして位

置づけられる（Hiskett 1975）。

　アラビア語の新史料の「発掘」という点では、マリのトンブ

クトゥなどを中心に活動していたジョン・ハンウィック（John 

Hunwick, 2015 年没）の業績を無視することはできない。ハ

ンウィックは、1960 年から1967 年までイバダン大学に勤務し

ながら、1962 年に同大学にアラビア語史料センターを設立

23　嶋田によるカメルーン北部のアダマワのジハード研究は（嶋田 1995）、この系譜に位置づけられる。嶋田のジハード研究の大きな達成は、西アフリカの都市化の
進行とともに、ウシの経済価値が上昇し、フルベの定住化や国家形成運動の経済的な基盤をなし、牧畜民として有していたリネージの分節による権力の分散を乗り越
えたことを、同時代の口頭伝承と植民地統治期のフランス語の行政文書を用いて説得的に論じた点にあり、日本の西アフリカ・イスラーム研究の独自の達成である。
24　ラスト（Last 1980）は、カノ年代記を事実の特定から離れて、歴史についてのメタファーなどの側面から論じた研究として先駆的なものである。
25　アジャミーとは、アラビア語で「非アラビア語話者」を意味する「アジャム（‘ajam）」に由来し、西アフリカの文脈では、アラビア文字で書かれたアフリカの諸言語（ハウ
サ語、フルベ語、ウォロフ語が代表的）のことを意味する。西アフリカにおけるアジャミーの歴史的展開については、Ngom （2009: 99-103）およびSouag （2010）を参照。

「アジャミー化」やアジャミーの研究については、本特集の「序」と「西アフリカ・イスラーム研究の新潮流―教団、思想、言説的伝統」の IV「アラビア語資料群を用
いた歴史学・イスラーム思想史研究」を参照。
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し、1970 年代からはトンブクトゥのアフマド・バーバー・セン

ターでのアラビア語の写本の整理作業にも参与してきた 26。

多様な研究トピックを開拓していったハンウィックの研究の包

括的なレビューは困難であるが、新たなアラビア語史料の読

解を通じたソンガイ王国の歴史研究（Hunwick 1966) や、特

に、一説には 15 世紀末から16 世紀初頭の西アフリカにカー

ディリー教団を導入したといわれる、イスラーム知識人マギー

リー 27（Muḥammad b. ‘Abd al-Karīm al-Maghīlī, 1505

年ごろ没）がソンガイ王国の王アスキヤ・ムハンマド（Askiya 

Muḥammad, 1538 年没）に応えたファトワー集についての

著作（Hunwick 1985）が、ハンウィックの中期の重要な研究

として位置づけられる。

　トリミンガムの研究による転換を経て、1960 年代に執筆活

動を開始した上述の西アフリカ・イスラーム研究の代表的な

論者は、大雑把にまとめれば、西アフリカにおけるイスラーム

の定着と在来の諸社会との関係を論じていたといえる 28。こ

れには、彼らの研究の主題が、イスラームの初期の拡散やか

つての王国といった植民地統治以前の歴史に集中していた

ことも関連しているだろう。さらにいえば、こうした歴史への関

心の集中は、脱植民地期や独立直後といった同時代の政治

状況と関連していたように思われる。

　たとえば、この時代の新しい西アフリカ・イスラーム研究を

牽引していたウィルクスやハンウィックは、西アフリカの大学に

所属し、教育・研究活動を行っていた。ウィルクスは 1953

年から1971 年までガーナ大学で教鞭をとり、ハンウィックは

1960 年代にナイジェリアのイバダン大学に、1970 年代には

マリのアフマド・バーバー・センターに所属していた。特に、

1960 年代のガーナ大学には、アフリカ各国の自由化運動

の活動家があつまっており、西アフリカを対象とするイスラー

ム史研究者との交流も一部にあったという証言がなされて

おり（Moraes Farias and Rossi 2018: 500）、独立後の熱

気を有した研究の盛り上がりを感じさせる。また、1960 年代

ごろには、イバダン大学のアフリカ学研究所（Institute of 

African Studies）・アラビア語資料センター（The Centre 

of Arabic Documentation）の『 研 究 紀 要 』（Research 

Bulletin）が、IFAN の『紀要』（Bulletin d’IFAN）とともに、

新たな一次資料の報告という点で、英仏米での出版物に

まったくひけをとらない成果をあげていた 29。こうしたことを考

慮すると、独立前後のアフリカ諸国の大学は新たな知の拠点

を形成していた可能性があるといえるだろう。ここではあくま

で例示しかできないが、脱植民地期や独立直後の時代にな

された研究も、今後研究対象となるだろう30。

　議論がやや脇道にそれてしまったが、いまいちど、ムスリム

長距離交易商人研究とジハード研究についてまとめておこ

う。これらの研究における中心的な主題は、ムスリムと非ムス

リムがどのような社会関係を構築してきたのか、西アフリカの

イスラーム国家がどのような思想をもとに構成されてきたの

か、といったものであった。こうした研究は、西アフリカのムスリ

ムによって書かれた、アラビア語やアジャミーの写本の「発掘」

と読解を進めていき、西アフリカのイスラーム史の大きな枠組

みを構築していった。2000 年代後半以降、アラビア語やア

ジャミーの写本の集中的な読解による研究が急増していくの

だが、ここでまとめた研究群を踏まえて進展したものとして理

解することができる 31。

2.  イスラームと政治経済
 ―スーフィー教団、植民地行政、改革
   主義運動（1980-2000）

26　ハンウィックを追悼した 2015 年のイバダン大学広報記事を参照。[http://bulletin.ui.edu.ng/sites/default/files/ui_bulletin_18May2015_1.pdf, 2020 年 1
月29日最終閲覧。
27　西アフリカにカーディリー教団の教えが広まる過程で重要な役割を果たしたのはクンタと呼ばれる集団であるが、彼らにその教えを伝えた最初の人物が誰である
のかについては、研究者のあいだで幾つか見解がわかれている（Marty 1920: 2, 20-21; Batran 1979: 120; Whitcomb 1975a: 108; 1975b: 409）。したがって、西ア
フリカにおけるカーディリー教団の伝播の起源を特定することは困難である。
28　在来の社会の論理からイスラームの定着を論じたものとしては、竹沢（1988, 1989, 1999, 2008）があげられる。これらの研究では、19 世紀以前においては非ムス
リムであった、現在のマリのニジェール川氾濫原の漁撈民のボゾが、伝統的な象徴体系や漁法と、イスラームの実践とをどのように接合させていったかを明らかにして
いる。
29　この点については、1960 年代のアフリカのイスラーム史研究を概観したウィリス（Willis 1971）がとりあげている文献を参照。
30　脱植民地期や独立後のコンテクストを踏まえると、その同時代になされていた研究にこれまでとは異なる意味をみいだすことができる。このことについては、川田
順造の著作とアフリカ史研究をとりあげて部分的に論じた（中尾 2019）。
31　主たる研究成果の刊行が 2000 年代以降となったが、アラビア語の史料を用いた、この世代の重要な研究者としては、パウロ・ド・モラエス・ファリアス（Paulo 
de Moraes Farias）があげられる。マリのガオとその周辺の墓碑研究を中心として、16 世紀以前のニジェール川中流域の政治変動を微細に明らかにしている

（Moraes Farias 1967, 2003）。また、特に、『スーダーン年代記』などの「年代記」(ta’rīkh)というジャンルが特定の時代にしか出現していなかったことを指摘した
論文は（Moraes Farias 2008）、この時代のアラビア語史料の読解に大きな影響を与えている。「年代記」というジャンルについては、本特集の「西アフリカ・イスラー
ム研究の新潮流―教団、思想、言説的伝統」の IV「アラビア語資料群を用いた歴史学・イスラーム思想史研究」を参照。
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　1980 年代後半ごろから、植民地統治期、あるいは独立以

後のイスラームに焦点をあてた研究が増加するようになる。こ

れらの研究は、類似した研究対象を扱いつつも、異なる問題

関心で進められ、1980 年代後半から1990 年代に、共同研

究や論文集を通じて合流することになった 32。

　特に、セネガルのスーフィー教団を対象に、1970 年代から

1980 年代にかけて、植民地統治以降の政治経済状況の変

化を踏まえた研究が盛んになる。ドナル・クルーズ・オブライ

アン（Donal Cruise O’Brien, 2012 年没）、クリスチャン・クー

ロン（Christian Coulon）、ジャン・コパンス（Jean Copans）

の著作がよく知られている。論者によって強調点の差はある

が、おおまかにいえば、植民地統治以前のウォロフ社会の階

層構造とスーフィー教団のイデオロギーが、植民地統治以降

の政治経済状況に適応していき、セネガルの国家レベルに

影響を与えるようになったことが論じられている 33（Cruise 

O’Brien 1971, 1975; Copans 1980; Coulon 1981, 1983）。

西アフリカ・イスラーム研究の研究史のなかで、重要な点は、

植民地統治期の行政文書を批判的に読みとく研究が登場

し 34、スーフィー教団の宗教的な「エリート」ではなく民衆のイ

スラームを対象に組み込み、そのうえで、スーフィー教団を国

家と民衆の媒介項として捉えたことにあるといえるだろう35。

　こうした研究を踏まえた最初の達成は、論文集『アフリ

カのイスラームにおけるカリスマとスーフィー教団』（Cruise 

O’Brien and Coulon (eds.) 1988）である。この論集＝共同

研究には、ナイジェリア北部のイスラーム史を研究していたラ

ストや、ティジャーニー教団からわかれたハマウィー教団に属

したチェルノ・ボカール（Tierno Bokar, 1939 年没）の思

想研究（Brenner 1984）に着手していたルイス・ブレンナー

（Louis Brenner）、サヌーシー教団やティジャーニー教団

の歴史的な展開の研究を行い、1980 年代以降のフランス

語圏西アフリカのイスラーム研究を牽引してきたジャン＝ルイ・

トリオ（Jean-Louis Triaud）、ブルキナファソのイスラーム改

革主義運動研究にいち早く着手したルネ・オタイェク（René 

Otayek）らが参加している。

　ここでは、スーフィー教団のイデオロギーが創始者の奇跡

やカリスマを下支えし、そのイデオロギーが教団の組織原理

を構成し、制度化するという見立てが示されている。先行す

る世代に比べ、比較研究が一定程度可能になったため、共

通する原理がそれぞれの個別状況に応じて、異なる様態で

あらわれることが示されている。たとえば、この論集で唯一イ

スラーム改革主義運動をとりあげたオタイェクは、ブルキナファ

ソではカリスマが不在であり、イスラーム改革主義運動は近

代的でビューロクラティックな志向性の強い組織によって担わ

れたと論じている 36（Otayek 1988）。

　1990 年代に入ると、スーフィー教団とイスラーム改革主義

運動は同じ土俵で議論されるようになった 37。これらについて

は、多数の文献があるが、代表的な論集としてはブレンナー

による『サハラ以南アフリカにおけるムスリム・アイデンティティ

と社会変化』（Brenner 1993 (ed.)）、トリオとデイビッド・ロビ

ンソン（David Robinson）による『マラブーの時代―1880

年から1960 年までの仏領西アフリカにおけるイスラームの戦

略と軌跡』（Robinson et Triaud (eds.) 1997）があげられ

る。

　まず前者は、世俗化と合理化をわけ、世俗化に対立する

合理化があるとする（Brenner 1993）。神秘主義と改革主

義はともに世俗化に反対するが、改革主義は合理化をもと

め、神秘主義と対立するとまとめている。さらに、こうした合理

化を希求する改革主義は、アフリカのイスラームではなく、中

32　こうした共同研究の代表的なものとしては、クルーズ・オブライアンとクーロンによる「黒アフリカにおけるイスラーム、社会、国家」（Islam, Société et État en 
Afrique noire; 1987-1992）、クルーズ・オブライアン、ブレンナー、ラスト、パーキンによる「現代アフリカにおけるイスラーム」（L’Islam dans l’Afrique moderne; 1987-
1992）、ロビンソンとトリオによる「フランス植民地統治下のムスリム諸社会」（Muslim Societies under French Colonial rule; 1992-1996）などがある（Copans et al. 
2012; Robinson et Triaud (eds.) 1997）。
33　この点については、本特集の「ムリッド教団の祭事における言説空間の形成―宗教的演説ワフターンの内容と形式に着目して」、および「西アフリカ・イスラーム
研究の新潮流―教団、思想、言説的伝統」の III「西アフリカのスーフィー教団研究」を参照。
34　クルーズ・オブライアン（Cruise O'Brien 1967）は、こうした研究の最も古いものである。フランス植民地統治の最初期の通時的な記述のほか、場当たり的な敵
- 友関係の連鎖のなかでイスラーム諸勢力と敵対／協調していたこと、統治のためにスーフィー教団の利用を行っていたこと、そのことによってカトリック宣教団から植
民地行政が敵対的に捉えられる場面があったことを指摘している点で画期的である。この内容は、ハリソン（Harrison 1988）によって細部の記述がより詳細になった
ほか、トゥクロールではなくセレール、マンディンカ、ウォロフのムスリムを選好していたことなどの植民地統治のあり方が個別のスーフィー教団の発展に影響を与えたこと

（Robinson 1988）や、「黒イスラーム」論の歴史的な変遷などが明らかにされている（Triaud 2000, 2014）。
35　このような問題意識をさらに展開させ、セネガルのインフォーマル・セクターとムリッド教団との結びつきを示したものとして、小川（1998）があげられる。
36　オタイェク（Otayek 1988）の研究は、現在の水準からすると、適切なものとはいえない。より正確に表現すれば、カリスマの不在というよりも、植民地統治以前にお
いてムスリム人口が稀薄で、スーフィー教団が社会的に影響力のある組織として構成されていなかったこと、個別のイスラーム改革主義運動の組織の性格というより
も、アソシアシオンという組織のあり方が全体として受け入れられたことが重要な点である（中尾 2016a, 2017）。
37　イスラーム改革主義運動研究の系譜の詳細については、中尾（2016a）にまとめられている。
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東・北アフリカのイスラームにもとめられることを指摘している。

そして、世俗化と合理化のスペクトルは、のちにグローバル化

と呼ばれることになる同時代の社会変化によって引き起こさ

れているとする。

　後者では、より西アフリカのコンテクストに寄りそった議論が

構成されている 38（Triaud 1997; Robinson 1997）。彼らが

着目するのは、アマドゥ・バンバ（Amadou Bamba/ Aḥmad 

Bamba 1927 年没）、マーリク・スィ（Mālik Sy, 1922 年没）、

セイドゥ・ヌール・タル（Seydou Nourou Tall, 1980 年没）、

イブラーヒーム・ニヤース（Ibrāhīm Niasse, 1975 年没）、

ハマッラー（Cheikh Hamallah/Aḥmad Ḥamāh Allah, 

1943 年没）などの「偉大なマラブー」たちが植民地統治期に

出現していることである。この書のタイトルに掲げられた「マラ

ブーの時代」とは植民地統治期のことを指している。

　トリオは、植民地統治期のマラブーたちの活動を「抵抗」

や「適応」にふりわけることを退ける（Triaud 1997: 16）。植

民地統治という非ムスリムによる統治のなかで、ジハードによ

るイスラーム国家とは異なる宗教実践が要請され、その結果

としてカリスマが生じたとする（Triaud 1997: 21-22）。そのう

えで、西アフリカの「カリスマの地理」として、南北と東西の基

軸を示す。南北は、北側の乾燥したスーダン・サヘル気候帯

にムスリムが多く、南側の森林地帯に非ムスリムが多いという

宗教分布であり、こうした地理区分は植民地行政のイスラー

ム認識と政策とも対応し、北側のムスリムへの植民地行政の

積極的な介入がみられたことを指摘している（Triaud 1997: 

22-23）。他方で、東西は、西側のモーリタニアからセネガンビ

ア、ギニアにいたる、仏領西アフリカのイスラームの中心地を

構成する弧となっていることを示している（Triaud 1997: 23-

24）。

　フランス語圏の西アフリカ・イスラーム研究は、トリオの主宰

していた『サハラ以南におけるイスラームと社会』誌（Islam 

et sociétés au sud du Sahara , 発行期間 1987 年 -2004

年）を中心に展開し、同誌では個別の事例報告が多数蓄積

された。おおまかにいえば、こうしたトリオに続くフランス語圏

の西アフリカ・イスラーム研究は、指導者ないしは傑出した

人物の個人の履歴を個別具体的に明らかにし、同時代の

イスラームの状況を明らかにするという手法を共有している

（Robinson et Triaud (eds.) 1997; Kane et Triaud (eds.) 

1998; Gomez-Perez (ed.) 2005; Goerg et Pondopoulo 

(eds.) 2012）。これらの研究は、ほとんど手のつけられてこな

かった西アフリカ各地の事例報告として貴重なものとなって

いる一方で、理論構築へと向かわなかったことも指摘できる。

　まとめよう。西アフリカのイスラームについての人類学的研

究は、スーフィー教団を中心に展開し、現在から遡るかたち

で、植民地統治期へと関心を広げていった。他方で、フラン

ス語の行政文書を扱う植民地史研究では、統治する側が

能動的に働きかけ、統治される側が受動的に対応したといっ

たような二分法では捉えられない植民地状況への関心が高

まっていった。そうしたなかで、植民地史研究においても、イ

スラーム政策だけではなく、植民地統治期に信徒を拡大させ

たスーフィー教団へと関心が向かっていった。さらに、植民地

統治後期に出現し、現在においても、スーフィー教団と対抗し

うる勢力として展開していったイスラーム改革主義運動につ

いても、人類学と植民地史研究、あるいは政治学の研究対

象としてとりあげられるようになった。

　このようにしてみると、1980 年代以降、それ以前とは問題

意識の異なる、スーフィー教団とイスラーム改革主義運動の

研究が出現するようになった。そこでは、植民地統治期のフ

ランス語で書かれた行政文書を批判的に読みとくことで、植

民地行政とムスリムとの葛藤や共存、同時代の政治経済状

況の変化と連動したイスラーム改革主義運動やスーフィー教

団が論じられることになり、2000 年代以降の多数の研究蓄

積をもたらすことになったといえるだろう。

Ⅳ	結論

　最後に、1990 年代までの西アフリカのイスラームを対象とし

た研究の流れを振り返りつつ、どのような研究の潮流が生ま

れていったのかを確認する。

　18 世紀から20 世紀初頭までの西アフリカ内陸のイスラー

ムについての知見は、アラビア語文献に基づくオリエンタリスト

たちの文献学的な知識と、探検家たちによってもたらされた

民族誌学的な知識とを組み合わせたものであった。しかし、

こうした民族誌学的研究と文献学的研究の交流ないしは複

合は、1910 年代ごろに頂点に達し、それ以降は西アフリカの

38　ロビンソン（Robinson 1997）は植民地統治期のイスラーム政策の時代区分などを示している。植民地統治期のイスラーム政策とスーフィー教団については、坂井
（2005, 2018, 2019）を参照。
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イスラーム研究のなかではみられなくなっていった。実際のと

ころ、このことの要因を明らかにする作業はいまだ必要とされ

ている。しかし、西アフリカ内陸のアラビア語文献がヨーロッパ

諸国のオリエンタリストたちのあいだであまり流通することがな

くなったこと、また、植民地行政官を育成する専門教育機関

の整備によってアラビア語のリテラシーをもった植民地行政

官が出現しなくなったことが、その要因の一部として想定され

うる。西アフリカのイスラーム研究に大きな影響を残したドラ

フォスのように、東洋語学校（l'École spéciale des langues 

orientales）を卒業したのちに、植民地行政官となるといった

キャリアが成立しにくくなったことは確かであろう。

　1920 年代以降は、オリエンタリストの伝統からは切り離さ

れた植民地行政官＝民族誌家によるイスラーム研究が行わ

れるようになった。こうした研究は、ムスリムの監視と管理とい

う植民地統治にもとめられる情報の収集という側面が強かっ

た。そのような関心に基づいて、ムスリム社会内部のヒエラル

キーや有力なムスリムの政治的な影響力といった点に着目し

た研究がなされていた。しかし、それはアカデミックな問題設

定というよりも、統治のための政策上の関心に基づくもので

あった。特に、仏領においてはスーフィー教団、英領において

は王国・首長国が対象となって研究が蓄積されたことは、在

来のイスラーム国家を容認するかどうかという点に関わって

おり、興味深い対照を示している。また、この時期の研究は

同時代のひとつの記録として史料的な価値が高く、歴史研

究の対象として再読される可能性をもっている。

　転換が生じたのは、1950 年代である。トリミンガムは、英仏

語圏の双方によってなされた既存の研究を広範に活用しつ

つ、西アフリカにどのようにしてイスラームが定着していったの

かをまとめあげた。これは、植民地行政官＝民族誌家の研究

からアカデミックな研究への転換をもたらす助走となったとい

えよう。こうしたトリミンガムの整理を踏まえつつ、レヴツィオン、

ウィルクス、ハンウィック、ヒスケットなどの研究者が、西アフリカ

内陸のアラビア語史料を丹念に「発掘」し、基礎的な情報を

かためていった。こうした研究群に含まれるレヴツィオンやウィ

ルクスの一部の著作には、民族誌学的研究が文献学的研

究を補完するという両者の新たな結合をみることができるだ

ろう。また、この時期の研究は、1920 年代ごろからあまり議論

されることのなかったアラビア語の写本への関心を喚起し、

2000 年代後半以降のアラビア語やアジャミーの文書の研究

の急増を下支えしていたともいえるだろう。このようなアラビ

ア語文献や口頭伝承の「発掘」に基づく歴史研究への傾倒

は、脱植民地化や独立直後といった同時代の政治状況と関

連して、西アフリカ諸国の大学に新たな知の拠点が形成され

ていくことと軌を一にしていた。

　他方で、これらの研究は、西アフリカにおけるイスラームの

定着と在来の諸社会との関係を中心に進められていったが、

その研究の大枠のなかで、時として事例の報告に終始し、理

論構築を行わなかった。また、独立後の機運とも関連して、

植民地統治以前のイスラームに関心が集中し、植民地統治

期あるいは独立以降のイスラームは等閑視されていたといえ

る。こうした限界は、1980 年代以降の研究によって乗り越え

られていった。

　1980 年代後半ごろから、植民地統治期、あるいは独立以

後のイスラームに焦点をあてた研究が増加するようになる。こ

れらの研究は、イスラーム政策、スーフィー教団、イスラーム改

革主義運動といった隣接した研究対象を扱いつつも、異なる

問題関心で進められた。1980 年代後半から1990 年代に、

人類学、歴史学、政治学を巻き込んだ共同研究が組織され、

それらに基づく論文集が出版されていくなかで、大きな潮流

をつくりあげていった。

　こうした研究のなかで、植民地統治以降のイスラームが対

象とされることになった。しかし、こうした研究では、一般的に、

植民地統治、あるいは独立以後の政治経済的なコンテクスト

が過度に強調されている。明示的に言及はされなかったが、

バランディエの植民地状況の概念を踏まえた、諸アクターの

絡み合いやせめぎあいとして、ムスリムの宗教的・政治的実

践が捉えられるようになった。このような問題設定は、フランス

語の行政文書に基づく植民地史研究だけではなく、人類学

や政治学を巻き込むかたちで展開していった。その意味で

は、1990 年代の西アフリカのイスラーム研究はひとつの達成

を迎えたのである。

　しかし、これらの研究は、アラビア語の史料に基づく研究と

ほとんど接合することがなく、植民地統治以前とそれ以降の

イスラーム研究、イスラーム思想についての歴史学的研究と

宗教実践の人類学的研究とのあいだに大きなギャップをもた

らした。文献学的研究と民族誌学的研究はふたたび、分離

してしまった。1900 年代から1990 年代までのおよそ 100 年

のタイムスパンで考えると、アラビア語の写本を読みとく文献

学的研究と同時代の民族誌的な事象を記録・分析する人

類学的研究が時に深く結びつき、時に乖離しながら、西アフリ

カのイスラーム研究を進展させていったことがわかる。

　本稿では、文献学的研究と民族誌学的研究の結合と乖

離という観点から、同時代の政治的コンテクストを一定程度

踏まえつつ、西アフリカ・イスラーム研究の学説史を整理して

きた。そのなかで、西アフリカ・イスラーム研究が、植民地状

況や独立直後の西アフリカの歴史と関連しながら進行してき
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たことを副次的に示してきた。しかし、本稿では同時代のコン

テクストはわずかに言及する程度に留まっており、独立後の

西アフリカ諸国のなかでの研究はより本格的な研究が必要と

されている。また、近い将来、1980 年代以降の研究も、西アフ

リカ諸国における構造調整やグローバル化のコンテクストの

なかで捉えなければならなくなるだろう。本稿は、学説史の整

理であるだけではなく、西アフリカ・イスラーム研究からみた

西アフリカ近現代史という視座も示している。
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The Connection and Disconnection between 
Historical and Ethnographical Studies:

The Transition of the Studies of Islam in West Africa up to the 1990s

Seiji	NAKAO*1
Tomoki	IKEBE*2
Takanori	SUENO*3
Sohta	HIRAYAMA*4

	 	 	This	paper	reviews	the	history	of	studies	on	Islam	in	West	Africa.	We	
divide	its	history—from	the	18th	century	to	the	1990s—into	four	periods.	Up	
to	 the	1910s,	philological	studies	were	 linked	to	ethnographic	studies,	but	
from	the	1920s	 these	 two	disciplines	separate.	From	the	1950s,	academics	
replaced	the	research	carried	out	by	the	administrator–ethnographer.	The	
new	academic	scholars	 “discovered”	 the	new	historical	materials	written	
in	Arabic,	as	well	as	 the	oral	 traditions	of	West	Africa.	Since	the	1980s,	a	
number	of	 joint	research	projects	have	been	organized.	These	cross-over	
between	the	study	of	colonial	history	and	the	study	of	the	history	of	Islam.	
This	 includes	 the	Sufi	brotherhood	and	 the	 Islamic	reformist	movement,	
both	 of	which	 have	 become	 common	 research	 subjects.	 In	 contrast,	
philological	and	historical	studies,	based	on	documents	written	 in	Arabic,	
have	been	reduced	to	a	minor	genre.	They	have	also	completely	lost	the	link	
with	ethnographic	studies.	While	the	colonial	period	has	been	a	prominent	
topic	for	historical	research,	the	history	of	studies	itself	could	be	the	subject	
of	the	historical	studies	on	Islam	in	West	Africa.
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